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『
両
足
院
本
毛
詩
抄
』
の
疑
問
表
現

山
　
　
田
　
　
　
　
　
潔

─
「
ぞ
・
や
ら
・
か
」
の
用
法

─



『
両
足
院
本
毛
詩
抄
』
の
疑
問
表
現

三

一
　『
玉
塵
抄
』
に
お
け
る
「
ぞ
・
や
ら
・
か
」
の
用
法

惟
高
妙
安
の
講
述
に
係
る
『
玉
塵
抄
』（
一
五
六
三
年
資
始
）
に
は
、
疑
問
の
助
詞
「
ぞ
・
や
ら
・
か
」（
以
下
、
ゾ
・
ヤ
ラ
・
カ
と
表
記
）

が
夥
し
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
全
55
巻
の
用
例
数
は
、
ゾ
約
800
例
・
ヤ
ラ
約
3500
例
・
カ
約
6300
例
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
10
巻
ま
で
の
、
ゾ

189
例
・
ヤ
ラ
459
例
・
カ
1157
例　

を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
を
分
析
し
た
結
果
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
結
論
が
得
ら
れ
た
（
詳
し

く
は
、
拙
稿
「『
玉
塵
抄
』
の
疑
問
表
現
─
「
か
・
ぞ
・
や
ら
」
の
用
法
─
」（『
國
學
院
雑
誌
』
二
〇
二
一
年
二
月
）
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。
以
下

前
稿
と
称
す
る
）。

ま
ず
、
疑
問
の
助
詞
ゾ
・
ヤ
ラ
・
カ
は
、
疑
問
詞
と
呼
応
す
る
場
合
と
、
疑
問
詞
を
伴
わ
ず
単
独
で
用
い
ら
れ
る
場
合
と
に
二
分
さ
れ

る
。
疑
問
詞
と
呼
応
す
る
場
合
に
は
ゾ
・
ヤ
ラ
が
用
い
ら
れ
、
単
独
の
場
合
に
は
カ
・
ヤ
ラ
が
用
い
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
疑
問
の
ゾ
は

疑
問
詞
を
承
け
る
場
合
に
の
み
用
い
ら
れ
、
逆
に
、
文
末
の
カ
は
疑
問
詞
と
共
起
し
な
い
。
ヤ
ラ
は
両
様
に
用
い
ら
れ
る
。

「
疑
問
」
の
表
現
形
式
は
、「
疑
い
」
と
「
問
い
か
け
」
と
に
分
け
ら
れ
る
。
平
安
期
の
疑
問
の
助
詞
「
か
」「
や
」
で
言
え
ば
、「
あ
る

か
な
き
か
」
は
「
疑
い
」
で
あ
り
、「
あ
り
や
な
し
や
」
は
「
問
い
か
け
」
で
あ
る
）
1
（

。
前
者
「
疑
い
」
は
「
述
定
（
＝
対
事
的
モ
ダ
リ

テ
ィ
）」
に
、
後
者
「
問
い
か
け
」
は
「
伝
達
（
＝
対
人
的
モ
ダ
リ
テ
ィ
）」
に
属
す
る
。
そ
れ
は
、
対
者
（
＝
対
話
の
相
手
）
を
必
要
と
す

る
か
否
か
の
相
違
で
あ
る
。『
玉
塵
抄
』
の
文
章
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
述
定
文
）
（
（

」
は
地
の
文
（
＝
講
述
者
の
説
明
）、「
伝
達
文
」
は
会
話

（
対
話
）
文
（
＝
対
話
の
引
用
）
に
相
当
す
る
。
以
上
、
二
つ
の
観
点
か
ら
、
ゾ
・
ヤ
ラ
・
カ
の
用
法
を
分
析
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
表
示

さ
れ
る
。
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院
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毛
詩
抄
』
の
疑
問
表
現

五

頃
）
に
成
立
し
た
。
宣
賢
に
よ
る
抄
物
と
し
て
は
、
他
に
『
毛
詩
聴
塵
）
4
（

』
が
あ
る
。『
毛
詩
聴
塵
』
は
宣
賢
が
講
義
す
る
際
に
用
い
た
手

控
抄
物
で
あ
り
、
文
語
・
文
章
語
的
性
格
が
強
い
。『
両
足
院
本
毛
詩
抄
』
は
そ
の
聞
書
抄
物
で
あ
る
）
5
（

。
す
な
わ
ち
、
宣
賢
が
享
禄
四

（
一
五
三
一
）
年
か
ら
天
文
四
（
一
五
三
五
）
年
に
か
け
て
行
っ
た
講
義
を
林
宗
二
・
林
宗
和
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
前
者
に
比
し
て

口
語
・
口
頭
語
的
性
格
が
強
い
。
手
控
抄
物
は
ナ
リ
体
、
聞
書
抄
物
は
ゾ
体
で
あ
る
こ
と
が
著
し
い
違
い
で
あ
る
が
、
文
末
に
限
ら
ず
、

本
文
の
内
部
に
お
い
て
も
語
彙
・
語
法
に
相
違
が
見
ら
れ
る
（
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
）。
以
下
、『
両
足
院
本
毛
詩
抄
』
を
『
毛
詩
抄
』
と

略
称
す
る
。『
毛
詩
抄
』
は
全
（0
巻
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
（
巻
ず
つ
に
ま
と
め
て
、
ゾ
・
ヤ
ラ
・
カ
の
使
用
数
の
分
布
を
示
す
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。一

二

三

四

五

六

七

八

九

一
〇

計

ゾ

11（

7（

58

45

38

97

37

4（

103

6（

666

ヤ
ラ

7

11

10

4

7

4

10

6

13

7

79

カ

（0

（8

14

13

（0

3（

（1

15

44

16

（（3

『
玉
塵
抄
』
の
場
合
、
10
巻
ま
で
の
分
布
は
、
ゾ
189
例
ヤ
ラ
459
例
カ
1157
例
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
毛
詩
抄
』
は
、
ゾ
666
例
ヤ
ラ
79
例
カ

（（3
例
で
あ
り
、
分
布
は
著
し
く
異
な
る
。
そ
れ
は
両
者
の
文
体
の
相
違
に
関
わ
る
。
す
な
わ
ち
、『
玉
塵
抄
』
は
中
国
古
典
か
ら
の
引
用

が
多
く
、
抄
文
も
、
そ
の
引
用
文
の
口
語
訳
に
類
す
る
も
の
が
多
い
。
古
典
本
文
に
対
話
文
が
現
れ
れ
ば
、
抄
文
も
そ
れ
を
承
け
て
、
対

話
形
式
の
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ゾ
：
会
話
文
（
伝
達
）
ヤ
ラ
：
地
の
文
（
述
定
）
カ
：
会
話
文
（
伝
達
）
地
の
文
（
述

定
）
と
い
う
分
類
も
可
能
で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
、『
毛
詩
抄
』
の
場
合
は
、『
毛
詩
（
詩
経
）』
の
本
文
に
即
し
て
の
、
清
原
宣
賢
の
説
明
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、『
毛
詩
（
詩
経
）』
の
本
文
の
語
句
を
抽
出
し
、
清
原
宣
賢
の
解
釈
を
講
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
地
の
文
と
捉
え
る
な
ら
ば
、

ゾ

ヤ
ラ

カ

疑
問
詞
と
呼
応

会
話
文
・
伝
達
（
問
い
か
け
）

地
の
文
・
述
定
（
疑
い
）

／

単
独
で
用
い
る

／

／

会
話
文
・
伝
達
（
問
い
か
け
）　            

／

地
の
文
・
述
定
（
疑
い
）

地
の
文
・
述
定
（
推
定
）

右
の
概
要
を
説
明
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

一　

ゾ
は
疑
問
詞
と
呼
応
し
、
対
話
文
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。
疑
問
を
、「
疑
い
（
述
定
）」
と
「
問
い
か
け
（
伝
達
）」
と
に
分
け
た
場

合
、
ゾ
は
「
問
い
か
け
」
を
表
わ
し
、
対
者
（
＝
対
話
の
相
手
）
に
何
ら
か
の
答
え
を
求
め
る
機
能
を
有
す
る
。

二　

ヤ
ラ
は
疑
問
詞
と
呼
応
す
る
用
法
と
単
独
で
用
い
ら
れ
る
用
法
と
の
両
様
が
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
地
の
文
に
多
く
用
い
ら

れ
る
。「
問
い
か
け
」
を
表
わ
す
ゾ
と
異
な
り
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
を
表
わ
し
、「
問
い
か
け
」
に
ま
で
は
至
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、「
述
定
」
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
。

三　

文
末
の
カ
は
疑
問
詞
と
共
起
せ
ず
、
単
独
で
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
対
話
文
・
地
の
文
と
も
に
現
れ
る
。
対
話
文
の
場
合
は
、
ゾ

と
同
様
に
「
問
い
か
け
」
を
表
わ
す
。
地
の
文
の
場
合
は
、「
～
ト
云
ウ
意
（
心
）
カ
」
と
い
う
表
現
形
式
の
多
い
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
疑
問
の
答
え
に
相
当
す
る
コ
ト
ガ
ラ
を
推
定
し
て
示
す
用
法
が
特
徴
的
で
あ
る
。

四　

疑
問
詞
を
伴
わ
ず
、
単
独
で
用
い
ら
れ
る
場
合
の
ヤ
ラ
と
カ
と
の
構
文
上
の
相
違
は
、
①
強
意
の
助
詞
（
係
助
詞
）
バ
シ
は
カ
と

呼
応
す
る
こ
と
が
多
く
、
ヤ
ラ
は
稀
で
あ
る
。
②
カ
は
接
続
助
詞
ホ
ド
ニ
を
伴
い
、
推
定
の
根
拠
を
示
す
の
に
対
し
、
ヤ
ラ
は
「
～

ホ
ド
ニ
ヤ
ラ
」
の
よ
う
に
、
ホ
ド
ニ
に
下
接
す
る
用
例
が
多
く
、
挿
入
句
（
は
さ
み
こ
み
）
的
に
用
い
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
右
の
『
玉
塵
抄
』
の
ゾ
・
ヤ
ラ
・
カ
の
用
法
と
比
較
対
照
す
る
形
で
、『
両
足
院
本
毛
詩
抄
』
に
お
け
る
ゾ
・
ヤ
ラ
・
カ
の

用
法
の
相
違
・
特
徴
を
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

『
両
足
院
本
毛
詩
抄
）
3
（

』
は
、
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
│
一
五
五
〇
）
の
講
述
に
係
る
抄
物
で
、『
玉
塵
抄
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
（
一
五
三
五
年


